
『フレンズ・TOHO』会報
2018（平成 30）年８月 31日　東邦学園「フレンズ・TOHO」発行

〒465-8515　名古屋市名東区平和が丘３-11
TEL　052-782-1954　FAX　052-781-0931

第45号

　　　　題字：森井勝也
　　　　写真：「名古屋の街」（上）
　　　　　　　「シャンパンをどうぞ」（下）

目　　次
愛知東邦大学　奥田　緑  ������������� 表紙写真
2018年度定期総会記念講演会開催 ����������� ２頁
2017年度事業報告・決算報告 ���������� ２頁～４頁
2018年度事業計画・予算案 ����������� ５頁～６頁
〈会員の皆さんからの投稿〉
久野　秀正「うたかたの88年のあれこれ」 ���� ７頁～10頁
森　　靖雄「おばあちゃんの中国語」�������11頁～12頁
竹田　善隆「東邦のルーツを探索する　その二」��13頁～16頁
《企画報告》
　第10回名刺交換会 ����������������� 17頁
　自然と親しむ会初夏のつどい～福井県恐竜博物館への旅～ � 17頁
TOHO MARCHING BAND 後援会発足 �������� 18頁
2018年度
「中小企業のための若手社員活性化プログラム」のご案内� 19頁
訃報のお知らせ�������������������� 19頁
2018年度愛知東邦大学コミュニティーカレッジ
　後期開講講座のご案内���������������� 20頁
編集後記����������������������� 20頁



（2） 第 44号

2018年度
東邦学園フレンズ・ＴＯＨＯ定期総会・記念講演会開催

2017年６月９日（金）名古屋東急ホテルに於いて、
2017年度の役員会・定期総会を開催し、会員100
名余の皆さん（役員会27名、定期総会92名、懇親
会105名）のご参加を得て、盛会に終わることがで
きました。同日、開催しました記念講演会（94名参
加）には、講師に、株式会社小高ワーカーズベース
代表取締役 和田智行氏をお招きし、「福島は現代日
本のフロンティア～困難の中からチャンスを見つけ
る方法～」と題したご講演いただきました。東日本
大震災による厳しい状況からの復興は無論のこと、
人間がより人間らしく生きていく道筋を示されるよ
うなお話を聞くことができ、「和田さんをよくみつ
けてこられました。福島のことだけでなく、次の次
の�考えを立ち上げていく気力を感じられとてもよ
かったです」「勇気とアイディアに富んだお話が聞け

てよかったと思います」などの感想が寄せられまし
た。

講演録につきましては、「みどりの風44 号」に掲
載いたしました。ご一読いただければ幸いです。

また、2017年度は愛知東邦大学及び東邦高等学
校それぞれの新しい試み、高大連携のさらなる強
化に向けてのご努力が進められており、フレンズ・
TOHO としても、支援に努めました。

６月29日（金）、名古屋観光ホテルにて、理事会・評
議員会合同の役
員会の後、上野
千鶴子氏（東京
大学名誉教授・
認定 NPO 法人
ウィメンズアク
シ ョ ン ネ ッ ト
ワーク（WAN）
理事長）の記念
講演。引き続いて定期総会を開催致しました。

役員会及び総会では2017年度事業報告・会計報
告及び監査報告、2018年度役員体制・事業計画・予
算が提案、全ての案件は異議なく承認されました。

本年度は役員改選の折にあたり、遠山昌夫会長（菊
水化学工業（株）相談役・名誉会長）のもと、新た
に、大畠勝彰副会長（東洋証券（株）相談役）、理事
に磯部由美子（（株）イープロ代表取締役）・中山孝
男（愛知東邦大学教授・学園理事）・細江保司（東邦
学園・愛知東邦大学事務局長）・山田博子（東邦高等
学校教諭・学園理事）、評議員に岡本増吉（東邦高等
学校教頭）・後藤永子（愛知東邦大学教育学部長）・
長沼英樹（愛知東邦大学事務長）・舩木恵一（愛知東
邦大学経営学部長）・丸岡利則（愛知東邦大学人間健

康学部長）、事務局長に村田悟（（株）イープロ取締
役）が選出されました。

また総会には名誉会長である榊直樹名誉会長（東
邦学園理事長・愛知東邦大学学長）、佐々木泰裕理事

（東邦高等学校校長）からパワーポイントにて学園・
大学・高校の近況の報告をいただいております。

記念講演は上野千鶴子先生による「おひとりさま
の最期～自分らしいエンディングを考える～」とい
う今日的課題を真正面に据え行いました。「上野先生
の人柄によって『おひとりさまの最期』について楽
しく聞くことが
出来ました」「お
ひとりさまの方
が満足度が高い
というデータは
驚きました」「事
例が多くリアル
な話でした。わ
かりやすかった
です。『意志決定のタイミング』、『迷うことをよしと
する』、印象に残りました。」等会場は満杯の方々の
感嘆の声に満たされました。

本年度は「平和が丘学区連絡協議会」のご協力で
地域に回覧板で広報。40名以上の方々の参加をいた
だきました。

2017年度フレンズ・TOHO「事業報告」

総会にてご挨拶される遠山会長

「おひとりさまの最期」
講師　上野千鶴子氏
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１．学習・研修の充実

⑴講演会
　①第1回講演会

日時・会場：
2017年６月９日（金）13：30～15：00
名古屋東急ホテル
講講師：株式会社小高ワーカーズベース
代表取締役　和田智行氏
タイトル「福島は現代日本のフロンティア
～困難の中からチャンスを見つける方法～」

　②第2回講演会
2018年２月26日（月）、名刺交換会と同日に、

「中国経済 その光と影」と題して杉野光男氏（東
洋証券株式会社 主席エコノミスト）にご講演いた
だき、参加は38社58名の皆さんでした。

なかなか聞く機会の少ない「中国経済」のお
話でしたが、歴史も織り交ぜられたご講演で、
興味深く伺うことができました。
「大変解りやすく良い講演であったと思いま

す」「東洋証券の杉野様にご講演いただき、普段
学ぶことの出来ない分野を受講でき、大変貴重
な時間を過ごせました。ありがとうございまし
た」との感想が寄せられ、開催して良かったと
思えるものとなりました。

⑵研修・講座企画
　①自然と親しむ会

2017年11月18日（土）、「西濃で薬膳料理と
紅葉を楽しむ会」を実施いたしました。

参加者は20名、少々雨にたたられましたが、皆
さんから、「初めて参加しました。紅葉の世界を
目に焼き付けました」「徳山ダムに行けて良かっ
た。紅葉もすごく綺麗だった」「華厳寺・横蔵寺
が初めてでとても良かった」と喜びの声をいただ
き、手違いにより薬膳料理を提供できなかった不
手際もありましたが、ほっといたしました。
　②法人会員向け講座

愛知東邦大学の「若手社員活性化プログラム」
に対して参加を呼びかけるなど、協力することが
できました。
　③その他

個人会員・家族及び地域向け講座、その他の
講座については企画することができず、残念であ
ると同時に、申し訳なく思っております。

⑶観戦・鑑賞・レクリェーション企画
愛知東邦大学が教育提携を結んでいる名古

屋グランパスエイトの試合観戦をサポートしまし
た。2017年９月24日（日）、「TOHO 観戦 DAY」
と称した学園の企画に参加させていただき、会員
の皆さまには、チケット代金に対する補助を出さ
せていただきました。

初めての取り組みでしたが、楽しんでいただく 
ことができました。是非、中日ドラゴンズなどの
スポーツ観戦、また芸能鑑賞などの機会提供に
つなげていきたいものです。

２．交流の充実

⑴名刺交換会
2018年２月26日（月）、愛知東邦大学に於いて

「第10回名刺交換会」を開催いたしました。参加
は47社72名。講演会（前述の通り）のみならず、

「名刺交換会においては、普段関わることの出来
ない企業様とお話することができ、とても勉強に
なりました」との声もいただき、法人会員同士の
関係を広げ、ビジネスの場を拡大する機会となっ
ていることを喜びたいと思います。

⑵ TOHO スポーツイベント（少年野球教室・ドッ
ジボール大会・少年サッカー大会）協賛

年 、々盛んになっている、学生が地域の方 と々
協力しながら企画・運営していく「TOHOスポー
ツイベント」に対して支援をおこないました。

３．学園の教育活動支援

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
大学と連携し、法人会員の皆さんに、学内企

業展への参加やインターンシップ受け入れに対
する協力を依頼し、採用に結び付けられるよう
努めました。

⑵大学・高校の各クラブへの激励と支援
大学では女子サッカー部・フィギュアスケー
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ト（個人）・車椅子バスケット（個人）、高校で
は硬式野球部・空手道部・水泳部・ダンス部・
放送部・吹奏楽部の全国大会出場に対して、激
励金を支給いたしました。

⑶教育活動支援
大学・高校の教育活動に対して支援金を支給

いたしました。
⑷中学生対象のスピーチコンテストへの協賛

高校で開催される中学生対象の英語スピーチ
コンテストに協賛し、援助金を支給いたしまし
た。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行

⑴会報「みどりの風」の 発行

43号の発行を８月31日に、44号を２月26
日に発行いたしました。会員の皆さんからのご
寄稿や、講座などの実施報告を充実させ、楽し
んでいただける紙面づくりに努めました。

また、会報誌に広告掲載をお願いすることに
より、広報の機会を提供するとともに、発行を
支えていただきました。

⑵会員名簿の発行
４月１日付けの異動を可能な限り反映させた

名簿作成に努めました。
⑶ＨＰの充実

行事等の報告を中心に、ＨＰを定期的に更新
し、会員の皆様に近況をお知らせできるよう努
めました。

収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①前期繰越金 2,810,787 2,810,787 0
②年会費 法人会員 2,920,000 2,840,000 ▲ 80,000 予算 146 社、決算 142 社
　　〃 個人会員 850,000 745,000 ▲ 105,000 予算 170 名、決算 149 名
③入会金 法人会員 50,000 40,000 ▲ 10,000 予算 5 社、決算 4 社
　　〃 個人会員 30,000 6,000 ▲ 24,000 予算 10 名、決算 2 名
④広告収入 みどりの風 43 号・44 号分 900,000 790,000 ▲ 110,000
⑤受取利息 200 46 ▲ 154
⑥講座・研修参加費 300,000 138,300 ▲ 161,700

合　　　計 7,860,987 7,370,133 ▲ 490,854

支
出
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①事業費 講演料・研修・親睦活動 900,000 357,870 ▲ 542,130
　　〃 学園活動支援 800,000 800,000 0
　　〃 災害支援活動 200,000 0 ▲ 200,000
　　〃 その他（援助金・祝金等） 350,000 320,000 ▲ 30,000
　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,300,000 1,922,223 622,223
②会議費 運営委員会・役員会等 250,000 210,660 ▲ 39,340
③印刷費 会報 350,000 287,280 ▲ 62,720
　　〃 名簿作成費 82,000 77,760 ▲ 4,240
　　〃 封筒・振込用紙等 60,000 80,500 20,500
④通信費 会報誌発送・web メンテナンス 200,000 184,890 ▲ 15,110
⑤事務費 事務費・交通費等 160,000 24,734 ▲ 135,266
⑥予備費 甲子園出場祝金支出 200,000 70,000 ▲ 130,000
⑦設立 30 年記念事業積立金 200,000 200,000 0
⑧次期繰越金 2,808,987 2,834,216 25,229

合　　　計 7,860,987 7,370,133 ▲ 490,854

2017 年度　フレンズ・TOHO　収支報告書
2017 年 4 月 1 日から
2018 年 3 月 31 日まで （単位：円）

※記念事業積立金残高
※奨学金基金積立預金残高
※次期繰越金

合　　計

400,000
2,002,098
2,834,216
5,236,314

郵貯銀行
三菱 UFJ（旧：三菱東京 UFJ）銀行（定期）
豊田信用金庫（普通）
三菱 UFJ（旧：三菱東京 UFJ）銀行（普通）
三井住友銀行（普通預金）
現金

合　　計

66,232
400,017

2,002,098
1,748,494
1,015,129

4,344
5,236,314
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東邦高校硬式野球部の春の選抜出場は皆様ご周知
のこと、指導陣も補強充実させ万全の態勢を堅持し
ている。また進路実現に30名を超える国公立合格者
を出し文武に気を吐く体である。愛知東邦大学は積
年の合意づくりにより「オンリーワンを一人にひと
つ」をコンセプトとして、ビジュアルアイデンティ
ティを確定、高大ともに新たな100年を見越した歩
みを始めた。

愛知東邦大学・東邦高等学校の持つ魅力が存分に
発揮され、東海の地の教育機関としてより重厚な地
歩を固める東邦学園をフレンズ・TOHO として支
援していきたい。

今年度も、こうした学園の取り組み・挑戦をさら
に一層支え、連携すると同時に、地域との連携を広
げ深められるよう努めていきたい。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・講

師による講演会を企画し、会員様の学びの場とす
るとともに、学園広報のツールとして活用する。

①第１回講演会
・日時・会場：2018年６月29日（金）
　13：30～15：00　名古屋観光ホテル
・講師：上野千鶴子氏
　東京大学名誉教授・認定 NPO 法人ウィメン

ズアクションネットワーク（WAN）理事長
・タイトル　「おひとりさまの最期～自分らし

いエンディングを考える～」
②第２回講演会
・秋頃を目処に、愛知東邦大学地域創造研究所

等との共催で講演会開催を検討する。
③第３回講演会
・２月に予定している名刺交換会開催時に、法

人会員様向けの講演会を開催する。
⑵研修・講座企画

会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会と
するとともに交流の場としても重視する。また、
より多くの会員や地域の皆さんに参加していた
だくために、年間計画を立てて準備を進める。
①自然と親しむ会
・四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開

催する。
②法人会員様向け講座
・愛知東邦大学の「若手社員活性化プログラム」

に対して協力を深める。
・大学の各学部の知的財産を活用する講座開講

を模索する。
③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
・会員が家族参加できる企画・講座を学園施設

を有効利用しての開講を追求する。
・地域住民の方々や会員の皆様に学園への理解

をより深めていただくために、高大の学園の
特色を生かした講座開講を追求する。

・地域住民の方を講師に招いた講座開講を検討
する。

④その他
・大学のトレーニングセンターなどを活用し

て、会員及び地域住民の方々に対する「健康
講座」開講を検討する。

・法人会員様あるいは高大の専門性を活かした
「一日研修」企画を検討する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会
法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス

の場を拡大する機会とするとともに、法人会員
向け「講演会」を企画する。

⑵ TOHO スポーツイベント（少年野球教室・ドッ
ジボール大会・少年サッカー大会）協賛

年々、盛んになっている学生が、地域の方々
と協力しながら企画・運営していく「TOHO ス
ポーツイベント」に対して支援をおこなう。

⑶その他
会員様同士や地域の方々との交流を深められ

る企画を検討し、随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事業】
に基づく　　　 ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業

展への参加、インターンシップ受け入れに対す
る協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブへの激励と支援
大学・高校のクラブ活動を支援するため、全

国大会に出場するクラブに対して、激励金を支
給する。

⑶高校の中学生対象の英語「スピーチコンテスト」
への協賛

高校で開催される中学生対象の英語スピーチ
コンテストに協賛し、援助金を支給する。

2018年度フレンズ・TOHO「事業計画」
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⑷学園主催の「納涼音楽祭」への協賛
法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の

貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、音
楽祭の充実に貢献する。

⑸その他
大学・高校のその他の教育活動に対して後援・

支援する。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事業】
に基づく　　　 ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
45号の発行を8月、46号の発行を2月に予定

する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が楽し
みにする紙面づくりの工夫をする

⑵会員名簿の発行
原則４月発行とする。

⑶ＨＰの充実
ＨＰを定期的に更新し、充実を図る。

収
　
入
　
の
　
部

項　　目 予　算

①前期繰越金 2,834,216

②年会費 法人会員（142 社× 2 万円） 2,840,000

　　〃 個人会員（149 名× 5 千円） 745,000

③入会金 法人会員（5 社× 1 万円） 50,000

　　〃 個人会員（10 名× 3 千円） 30,000

④広告収入 みどりの風（45 号・46 号分） 900,000

⑤受取利息 200

⑥講座・研修参加費 研修参加費・講座受講料など 300,000

合　　　計 7,699,416

2018 年度　フレンズ・TOHO　事業予算書
2018 年 4 月 1 日から
2019 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支
　
出
　
の
　
部

項　　目 予　算

①事業費 　講演料・研修・親睦活動 900,000

　　〃   学園活動支援金 800,000

　　〃 　その他（援助金・祝金等） 350,000

　　〃 　総会・懇親会・名刺交換会 1,300,000

②会議費 　運営委員会・役員会等 250,000

③印刷費 　会報 350,000

　　〃 　名簿作成費 82,000

　　〃 　封筒・振込用紙等 60,000

④通信費 　会報発送・Web メンテナンス 200,000

⑤事務費 　事務費・交通費等 160,000

⑥予備費 200,000

⑦設立 30 年記念事業積立金 200,000

⑧次期繰越金 2,847,416

合　　計 7,699,416
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（7）第 44号

◇　　◇　　◇　
「おぼしき事言はぬは腹ふくるるわざなれば、
筆にまかせつつあぢきなきすさびにて、かつ破
り捨つべき物なれば、人の見るべきにもあらず」
（徒然草第十九段）。

◇　　◇　　◇　

先日誕生日を迎え88歳となり、これを機に過ぎに
し由しなし事を綴ってみた。徒然草でないが、人の
見るべきものではない。適当にあしらっていただい
て結構だ。

生まれた日は、1930（昭和５）年６月24日梅雨
晴れの快晴の日だったそうだ。しかし前年にはアメ
リカのウォール街の株価大暴落を契機に世界恐慌が
起こり、その余波を受け昭和恐慌に陥った年である。
翌年９月には満州事変が勃発し、日本が戦争に向っ
て走り出すスタートを切ったときに生をうけた。し
たがって、戦争の暗雲が私の頭上にいつも垂れ下
がっていた。

生地は東区矢田町。旧制中学入学の際の自己紹介
で「矢田小学校出身」というと、担任が「ああ、あ
の場末の学校か」と応じた。むかっとしたが、確か
に町らしい町は大曽根までであり、その東は場末と
言われても仕方がなかった。とは言えこの地は、北
に矢田川が流れ、その脇に古寺長母寺があり、当時
その前には広々とした原っぱが横たわり、子どもが
遊ぶには絶好の所であった。更にその頃になり、大
幸を含めて三菱発動機や三菱電機の工場が林立し、
活力に満ちた所であった。尤もそれがため度重なる
米軍機による空爆に曝されるはめに陥ることになる
のだが。
Ⅰ　幼年期から小学生の頃
（１）出逢った先生のこと

その頃、小学校の南西の門の前に幼稚園ができ
た。園長のご主人が細井平州に惹かれていたことか
ら、平州幼稚園といった。「みんな仲良くいたしま

しょう。自分の事は自分でしましょう」などと毎朝
唱えた。担当の先生は、30歳台の女の方で一人一人
の子どもに気配りし、てきぱきと行動し幼い子ども
を引きつける素晴しい先生であった。人生の最初に
出会った先生がこのような方であったことは幸運で
あった。後にこの先生は京都の盲学校に移られた。
戦後私の大学２年のとき訪れ、折りよく祇園祭とぶ
つかり案内され、幼かった頃のあれこれを話し合っ
て、楽しいひと時を持った。

ところがこの幼稚園は、戦争末期の度重なる米軍
機の三菱発動機の空襲のあおりで同園にも爆弾が落
ち、防空壕を直撃した。中にいた園長のご主人・長
女と次男が爆死し、壕の中の居た場所の関係か園長
先生だけ助かるという悲惨時に遭遇された。長男は
名古屋高商（今の名大経済学部）卒業後軍隊に採ら
れ、中国戦線で戦死されていた。先生以外の家族はす
べて戦争の犠牲になった。戦後しばらくしてひょっ
こり園長先生が家に来られた。幼稚園を失って、先
生は保険の外交によって生活されていたのだ。その
時の先生の余りにも変わり果てた表情に驚いた。か
つての慈愛にあふれたそれとは全く別人に、やせて
目だけギラギラさせながら無表情で、保険の勧誘以
外のことは一切触れず帰っていかれた。その変わり
ようの激しさに言葉もなくいたましく。戦争の残酷
さを痛感した。

蘆溝橋事件（日中戦争開始）の年昭和12年に矢田
小学校に入学した。１・２年の担任は若い女性の先
生で、小学校の低学年を受持つ見本のような素敵な
先生で、２年間楽しくしっかり基礎を教えられた。
お亡くなりになるまで親しくさせていただいた。幼
稚園・小学校共に最初にこのような二人の先生に巡
り合ったことは全くの幸運であった。

５・６年の担任は男の先生であった。前述の女性
の先生は、「春雲の如く、綿の如く」暖かく包み込ん
でくれる方々であったのとは打って変わり、「岩の
如き夏雲」を思わせる、高学年の男子担当にふさわ
しい先生で、厳しく我々を指導された。ところがこ

うたかたの 88年のあれこれ
久野　秀正
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の先生、徹底した天皇崇拝者で、「現御神」「天壊無
窮」といった神話的概念を語り、「八絋一宇」のス
ローガンなどを滔滔と説かれる毎日であった。天皇
にかかわる話しの最中、少しでも姿勢が崩れると厳
しく叱責され、我々は緊張の日々であった。

忘れられないこんな事があった。６年になってい
た昭和17年11月13日、天皇が前日来の伊勢神宮参
拝を終えられ還幸（御帰り）される際、名古屋市内
の学校の代表者が奉送（御送り）することとなり、
我々６年１組が学校を代表してそれに参加した。昭
和17年に入ってから戦局が極度に悪化――６月の
ミッドウェー海戦の大敗、アッツ島が占領され、ガ
ダルカナル島に米軍上陸、４月16日連合艦隊司令
長官山本五十六がソロモン島上空で戦死など――そ
の局面打開を念じて神霊の御加護御祈念の神宮参拝
であった。名古屋駅出発の午後１時42分の１時間
程前から直立不動の姿勢をとり、通過の30分程前
に先導車が通り、やがて御召列車通過、「窓拝の栄」

（当時の新聞記事）に浴す。そのとき最敬礼の号令が
かかり、一同深く頭を垂れお送りした。私はかねて
から現人神と言われていた神なる人である天皇の御
姿を一目見たいと思っていたので、通過の際少し頭
を上げ神なる天皇の御姿を拝した。ところが下校後
教室にもどった直後、先生がいきなり「久野前へ出
よ」と。「お前は何と不敬な奴か」と大目玉を食らっ
た。私は級長であったので、先生の横に立っていた
ので、先生に気づかれないように見たつもりであっ
たが、先生は私の動きをとらえていた。それは先生
も最敬礼の最中頭を上げて私の動きをとらえていた
はずで、同じく先生も不敬ではなかったか。かねて
から「天皇を直視すれば目がつぶれる」と言われて
いたが、そうもならず、人間の姿の天皇を拝し内心
納得していたのにこの事態になり、私は得心できな
かった。

時が移り戦後日本は民主国になっていた。私も中
学３年生になっていたある時、あの先生が教員組合
の委員長になっていることを知った。何に驚いたと
言ってもこれ程驚いたことは無かった。程なくして
先生は、社会党から立候補して市会議員になった。
つい先年まで、軍国日本・神国日本を唱え私たちを
導いていた先生の余りの大変身に言葉を失った。怒
りを通り越して悲しくさえなった。不誠実極まりな
い行動に、アラゴンの「�学ぶとは誠実を胸に刻む
こと」の言葉をおくりたくさえなった。５・６年と
２年間教えていただいた先生との心のつながりは、
完全にぶっ切れた。
（２）姉との死別

昭和17年は私にはまた忘れられない年である。12

月２日たった１人の姉（私は２人姉弟であった）が
亡くなった。女学校３年になっていた姉は病のため
好生館病院（お城の西、現ホテルナゴヤキャッスル
のところにあった）に入院していた。つきっきりの
看病のため両親は病院に。そのため私は近所の親し
くしていた家に預けられていた。ある日の夜半に入
院中のはずの姉が私の枕元に立った。びっくりして

「お姉ちゃん」と叫んだが、姉はすっと消えた。なん
ということだと思っていて朝になり、その家のおば
さんから姉が亡くなったと聞かされた。病院から電
報がきたとの事だった。私が夢枕に姉が立ったこと
を話すと、それは姉が亡くなった時間と同じであっ
た。別れを告げに来たのだった。私の母の弟の嫁、
私の叔母にあたる人のところにも同じ時刻に夢枕に
立ったと。姉とその叔母は非常に仲が良かったので
お別れに来たに違いない。その頃戦地に行った息子
が夢枕に立ってしばらくして、戦死の公報がきたと
いう話しを聞いていた。それと全く同じであった。
霊魂の存在はうべしと。長ずるにつれて、姉を亡く
した悲しみは深くなってきた。
（３）東邦との出あい

やや、不確かであるが５年生の２月11日紀元節で
あったと思うが、当時東邦商業学校主催の、市内の
小学生対象の競書大会があった。それに学校から朝
鮮半島出身の林君と私が出席した。林君は能筆家で
あったので入賞したが、私ははずれた。会終了後講
堂（赤萩の校舎の正門を入ってすぐ左手に独立した
建物があった。私が就職した最初の１年間そこが職
員室になった）で、参加者は東邦生による吹奏楽を
聞いた。生の演奏を初めて聴き、その素晴しさと迫
力に圧倒された。後に何の巡り会いか、私がこの学
校と深くかかわることになろうとは。音楽界も終わ
り外へ出ると、何時の間にやら外は大雪となってお
り、かなりの積雪となっていた。その当時市バスが
鶴舞公園から大曽根まで通っており、学校の前がバ
ス停であった。ところがこの大雪のため待てどもバ
スが来ないので、２人で苦労して歩いて大曽根まで
やっと辿り着いて帰宅した。吹奏楽と大雪と東邦が
結びあったこの日の思い出は心に残った。
（４）軍人嫌いに

戦線が拡大していくにつれて、軍人の横暴が目に
つきだした。私の家の向かいの家に、私を可愛がって
くれた青年がいた。中京商業を卒業して間もなく軍
隊へ入った。しばらくしていよいよ戦地へ出陣する
こととなり、彼のお母さんについて名古屋駅のホー
ムに見送りに出かけた。勇ちゃん（彼の名）は父親
を早く亡くし、母と２人きりであった。ホームでお
母さんは必死で吾が子を探し、漸くみつけ窓から乗
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隊なのだ」と言って歩き続けた。
これらを見聞きするうちに、子ども心に私は軍人

不信に陥っていった。
（５）庶民の素直な心情をかいま見た

戦争の激化とともに、近所の人の中にも召集令状
がきて、出征する人が多くなってきた。出征当日の
朝その人の家の前に町内の人々が集まって激励す
る。出征する人が決意を表明し、皆の歓呼の声で送
り出すのが恒例の行事であった。私の家のすぐ近く
の人にも赤紙（召集令状）がきた。30歳を少し出た
実直な人で、小さな子が２人いた。恒例の如く出征
の当日朝早く町内の人々が集まっていた。すると家
の中で大きな声がして「やだやだ、俺は行きたくな
いのだ」と叫び、ひょろひょろの千鳥足で玄関に完
全に酒酔で正体を失って「やだぞ、俺は行かんぞ」
と叫び続けた。私はとんでもない場面にびっくりし
て、人々の反応をみた。「何と非国民な、それでも日
本人か」と反発するかと思いきや、「かわいそうだ。
その気持ちよくわかるぞ」と彼に同情する人が大半
であった。それでも皆で手とり足とりして、とにか
く送り出しはした。日頃戦争に協力している人々の、
真実の心情を見た場面であった。その後何故かその
人は、軍務を解除され家に帰ってきた。そして空襲
が激しくなると、危険な見張台に率先して登り、敵
機の状況を大声で近所の人々に知らせるなど、地域
の人々の為に大奮闘された。そこで初めてその人の
人柄を知った。人の真実の姿を知る事がいかに大事
であるかを思い知らされた。
（６）「民族の祭典」「美の祭典」を観て

ファシズムへの道へ公然と歩き出した２・26事件
から半年後に、子ども心にもわずかな陽射しを感じ
たのが、1936（昭和11）年８月１日から始まった、
第11回オリンピックベルリン大会であった。ラジ
オ放送、２・３年後に公開されたレニ・リーフェン
シェタール監督の記録映画２本で見聞きした幾つか
の場面を通して、私たちは興奮した。

り出した彼と別れの言葉を交わしているうちに、列
車が動き出した。その時お母さんは声をふりしぼっ
て「勇、帰って来るんだよ」と叫んだ。するとどこ
からか憲兵が現れ、お母さんの手を引っ張って後ろ
の方へ連れて行き、「それでも軍国の母か」と怒鳴っ
た。にもかかわらずお母さんは、走り去っていく列
車を追いかけ列車に向って、「勇、必ず帰って来るん
だよ」と憲兵を無視して必死に叫び続けた。憲兵は
お母さんを張り倒し、足げにして憮然として去って
いった。私は悲しくなりお母さんの手をとって起こ
し、背をさすった。それから3ヶ月ぐらいして、お
母さんが泣く泣く戦死の知らせを見せに来られた。

「とうとう逝っちゃった」と悲しくつぶきながら帰っ
ていかれた。やりきれない気持ちになり、あの駅の
ホームでの憲兵の所作が思い返され、無性に腹が
立った。

家の近くの瀬戸街道を通って、小幡ヶ原の練兵場
（現守山区小幡緑地）へ軍隊が往来した。日没近くな
ると兵舎に帰るべく隊列を組んで駈足で行進してい
く時、中には一日の訓練の疲労からであろう息せき
きってやっとついていく者もいた。見かねた隊員が
彼の背嚢なり、銃なりを持ってやろうとする者を見
咎めた上官が、よろけている兵を竹の鞭でひっぱた
き、早く走れと促す情景をしばしば目にした。通行
人が非難じみた目でその上官をにらめつけた。

家の近くの寺に軍隊が駐屯したとき、歩哨に立っ
ていた兵隊さんに声をかけて親しくなった人がい
た。ある日その人と映画「父よあなたは強かった」
を広小路の映画館に観に行った。その帰りであった。
広小路の向側の道から突然２人の若い将校が走り来
て、知人の兵隊がその２人に敬礼をしなかったと責
めた。人通りの多い、しかも広い道を隔てた反対側
の道の将校に気が付かないことは十分にありうる。
むしろ気が付かないのが普通なのに、いきなり衆人
の目の前で制裁を加えるその暴挙に小学４年生の私
は怒りを覚えた。それを言うとその人は「これが軍
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先ずお家芸の三段跳び（前々回アムステルダムで
は織田幹雄、前回ロスアンゼルスでは南部忠平が優
勝）で今回も田島直人が金メダルを。それを観て私
たちの間で三段跳びがブームになった。私もその一
人、放課の度に校庭の砂場で興じた。

棒高跳びでのアメリカ選手３人と、日本選手２人
との接戦も圧巻だった。争いが延々と続き日没近く
なり、４m25cm の高さをアメリカの選手が１人跳
び残りの者は全員失敗、１位はアメリカ選手と決ま
る。アメリカ２人と日本２人の争いとなりバーの高
さを少し下げておこなわれ、日本の２人が成功。ア
メリカの選手は失敗となり、日本の２人が２位と３
位となり決着。２人の日本人の順位は日本側に委ね
られ、１回目に成功した先輩の西田修平が２位に、
２回目に跳んだ大江秀雄が３位と決まった。帰国後
銀と銅のメダルをそれぞれ２つに切りとり、それを
合わせて銀銅のメダルを２つ作り、それぞれを一つ
ずつ持った。「友情のメダル」と呼ばれ有名となっ
た。大江選手は1941年12月にフィリピンで戦死を
遂げた。

私が最も手に汗握ったのは、長距離走での村社講
平の活躍であった。１万メートル走ではフィンラン
ドの３人と村社との競い合いとなり、終始村社が
トップを走っていたが、残り300メートルで力尽き
３人に抜かれ４位でゴールインして悔しかった。更
に５日後の5,000メートルの決勝でもフィンランド
の３人と争い、その３人が入れ替わって村社の先頭
にたって走り、村社のペースを乱す策にでた。観客は
罵声、口笛でこれを非難したが、最後のホームスト
レッチで３人に抜かれ４位に。メダルを手にできな
かった。しかし162ｃｍの短軀の村社が長身180cm
台の３人と大接戦を演じ、しかも３人によるイジメ
的な走りに対抗した彼は大会随一の花形選手となっ
た。

更に水泳では、女子200m 平泳ぎの前畑とドイツ
のゲネンゲルとのすさまじい競り合いは、NHK の

河西三省アナウンサーの名放送もあり我々の目を釘
付けにした。６コース白いキャップの前畑と隣の７
コースの黒いキャップのゲネンゲルの大接戦は後々
にまで語り継がれている。100m のターンで前畑や
やリード、ゲネンゲル猛追、「前畑ガンバレ」「ゲネ
ンゲル出ております」「がんばれ、がんばれ」�「前
畑リード、前畑がんばれ、リード、リード、あと５
m、あと３m、２m、前畑勝った。前畑勝ちました。
勝った。勝った。」「前畑がんばれ」が23回、「勝っ
た」が18回。河西三省アナウンサーは叫んだと。
日本中を大興奮のるつぼに化した名勝負、名放送で
あった。前畑のこの勝利は、アジアの女性として初
めての金メダルであったと。かつて同僚であった故
酒井真彦先生が興にのると、この名放送を一字一句
間違いなく再現し、拍子喝采を博したことを懐かし
く思い出す。時移り、このことを知っている人も少
なくなった。
（７）小学校卒業

80余年前のあれこれを思い返し綴ってみたが、当
に往時范々としてすべてがセピア色して見えるが、
それでも今に至るもハッキリ見えてくるものに、校
長先生の卒業式の式辞のくだりがある。「君達は矢
田小学校第８回の卒業生だ。８という数字は縁起の
良い数だ。君達の将来はきっと幸多いものだ」と、
その言葉を信じて昭和18年３月小学校を卒業して、
４月から中学生となった。やがて迎えた中学校時代
は、戦争末期そのもの幸どころか異常すぎる数々を
体験することとなった。

次回…Ⅱ戦争最末期の中学時代
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中国語と出会う
わたしは1954年春に愛知大学に入学した。1946

年に豊橋で開学した愛大は上海の東亜同文書院大学
を中心に、戦前海外にあった日本の大学の教員や学
生が戦後帰国して作った大学で、私が入学した頃は
まだ上級生に引き揚げ学生が少なからずいた。わた
し自身は高校時代から和様漢文と呼ばれる近世文書
の解読に入れ込んでいたせいもあって、無謀にも

（？）中国語を第１外国語に選んだ。教科書は『華語
萃編』、東亜同文書院時代と同じ内容で、謄写印刷

（通称ガリ版刷り）で複製したものであった。
東亜同文書院は全寮制で、朝、先輩が後輩に語学

練習をさせる習慣があり、それを引き継ぐ形で愛大
にも８時前から１時間、上級生有志が新入生の発音
指導をしてくれる仕組みがあった。毎朝一宮から名
鉄本線の始発で通うのは大変だったが、落としたら
大変だから比較的真面目に通った。１年生の終わり
に学内の中国語弁論大会があり、勧められて参加し
たが結果は「その他大勢」組。

卒業後も愛知大学（綜合郷土研究所）で研究を続
けさせてもらった後、1976年から大阪の経済研究
所へ転職したが、入ってみたらそこは旧満鉄調査部
の後継機関で、中堅以上の幹部はほぼ中国在留経験
者という職場であった。仕事は中国語と縁がなかっ
たが、1970年代の終わりから中国への企業進出が
話題になり始め、昔習った知識が理解を助けるよう
になった。80年代後半になると中小企業の中国進出
が目立つようになり、自費調査で北京や上海周辺へ

出かけて片言でも中国語を使う機会が出てきた。

「おばあちゃんの中国語だ！」
1985年から日本福祉大学で教鞭（中小企業論）を

とるようになった。夏休みが使えるようになったの
で、中国へ出かける機会も増えた。90年代になると
岐阜の縫製業者などが競って上海周辺へ事業所を移
すようになり、中国で調べなければならないことも
増えた。

1995年に昆明からラサまで10日間ほど車で走る
機会があり、以前から気になっていた雲南省北部を
縦走してみて、ここを新しい研究地域に選ぶ。1997
年になると間もなく迎える定年後をどうするか決め
る必要ができ、雲南省と日本を数か月ごとに行き来
する半移住に舵を切る。実際できる自信はないので、
家内と相談して夏休みに１と月（実際は１か月半を
超えた）雲南で住んでみることにして、昆明にアパー
ト（研究者用コンドミニアム）を借りて自炊してみ
た。

その間に1999年、中国建国50周年記念に昆明で
「花博（国際花

か
卉
き

博覧会）」が開催された。広大な会
場見学（数回）に同行してくれた30歳前後の女性通
訳とは顔見知りで、しきりに「中国語で話せ｣ と勧
めてくれるので、単語を５つ６つ繋ぐのが限度だが
ともかく話した。意味は通じているらしく受け答え
も正確なのでだんだん調子が出たところで、彼女が
思わず噴き出して「森さんの中国語はおばあちゃん
の話し方にそっくり」と。彼女は吉林省出身なので

おばあちゃんの中国語
愛知東邦大学地域創造研究所顧問　森　靖雄
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標準語のはず、わたしは北
ぺ き ん

京官
かん

話
わ

なので、やはり標
準語のはずである。ともかくこれで相当自信を無く
した。

半移住計画については、このテスト暮らしで「い
ける！」と感じたので福祉大の定年に合わせて退職
を決意し、岐阜大学その他の講師も同じ2000年度
中に終らせてもらうように段取りして、定年を待つ。

雲南大学と交流協定締結のドタバタ
ひょんなことから2001年春に設立する東邦学園

の四年制大学設立に加わることになり、東邦学園大
学（現愛知東邦大学）に「地域経済論」の教員とし
て就職することになった。そのため「半移住」計画
は沙汰止みになったが、福祉大時代から準備してい
た科学研究費が受けられることになり、県内５大学
のメンバーによる雲南地域経済研究が動き出した。
その成果は科研費の報告書にまとめているが、ほか
にもいろいろな実を結んだ。一つは「雲南経済シン

ポジウム」の開
催である。日中
交互に３回開催
したが、その３
回目を愛知東邦
大学で開催させ
てもらった。そ
の時の一シーン
を添えておく。

また、東邦学園では全国に先駆けて、大学として
海外インターンシップを始めた。国内についてはフ
レンズ・TOHO や愛知中小企業家同友会の協力で
始めていたが、新たに東邦高校の卒業生で南通市在
住の事業家加藤紀生氏らの協力を得て、上海や南通
で企業実習や工場見学などが実施できた。

東邦学園大学（のち愛知東邦大学）と「雲南大
学」とは研究・教育交流協定を締結した。雲南大学
は1922年にフランスが設立し、翌年中国（中華民
国）に寄贈されて国立大学になった名門大学。中国
の「30強大学」の一つで日本でいえば7帝大の一つ
である。協定は数回の予備的打合せをした後、平尾
副学長を正使とし私が同行して締結に臨んだが、前
日の夜９時に昆明空港に着いても約束の迎えが来な
い。空港閉鎖時間は迫るし焦りましたね。幸い現地
旅行社社長宅の電話を控えていたので電話したら、
お酒が入っている様子で、もともと聞き取りにくい
日本語が途中から中国語に変わってしまう有様。要
するに「忘れたので、自分でホテルへ行ってくれ」
そのホテルを聞くと「それも忘れていた」と何とも
はやな答え。幸い雲南大学経営のホテルを定宿にし
ていたので、そこへ車を走らせて宿所を確保した。

「おばあちゃんの中国語」でも通じればよいわけだ。
協定締結自体は打合せ以上にうまくいって、その後
３人の学生が１年間ずつ語学留学した。

愛大で「おばあちゃんの中国語」を教わった原因
は、元の教科書が戦前のものだったかららしい。

2006 年 7月 8日愛知東邦大学で開
催した「第３回雲南経済シンポジウム」
併催「雲南資料展」
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開校した東邦商業は、中京法律学校を仮校舎とし
て発足。同校は午後６時からの授業だったので、昼
間の時間帯を借用したのである。教員12名は年齢的
なバランスもよく次の通りで充実したものである。

校長　大喜多寅之助（前名古屋市長、東京帝大卒）58歳
学監　森本　清蔵　（東京高商卒、修身・代数）60歳
教諭　毛利　可雄（神戸高商卒、商業・英語）25歳
〃　　魚住　義紀（慶応大卒、商業・英語）27歳
〃　　日下部盛一（東京外語大卒、英語）27歳
〃　　中村鉄次郎（愛知師範卒、算術）52歳
講師　梅村甚太郎（検定、博物）63歳（→最長老）
〃　　古橋丈太郎（早稲田大卒、算術・国語）26歳
〃　　石田　孝一（陸軍歩兵、体操）28歳
〃　　関山　清一（名古屋商卒、珠算）22歳
〃　　原　　　照（神戸神学卒、歴史）33歳
〃　　原田　　実（京都工芸卒、図画）31歳
年齢は数え年。ちなみに校主：民義先生は63歳、

義雄先生（副校長）は33歳。以上のほかに学園理
事、名誉協賛員、顧問などには地元政財界の有力者、
文化人を揃え注目を浴びた。

ところで本学園は民義先生の退職金をつぎ込んで
発足したものだったが、２年目以降の学園の財政状
況は決して楽なものではなかったようである。

――五十年史（560頁）による下出サダ氏の談話
には、「（経営的に）そりゃもう大変でした。設立の
時は電燈会社の退職金が中心でしたが、以後どこか
らも援助なしに独力でやりましたから、苦労も多
かったと思います。講堂をつくるときなど、私が実

父（斎藤恒三氏）に借り入れを頼んだところ、寄付
してくれましたから助かりました。もっともこのこ
とは義雄先生と私だけで内密にしておりましたが、
先生方にも十分なお手当が出せなかったかと思いま
すが、下出を助けてよくやって下さいました」

これを七十五年史 (324頁 ) によって、収支の推移
を少し長くなるが見てみよう。（単位：円）

◇

◇

東邦のルーツを探索する　その二
竹田　善隆

総収入 総支出 収支差額
大正 12 年度 7,580 7,580 0

〃 13 年度 13,249 98,659 ▲ 85,410
（→新校舎建設）

〃 14 年度 12,599 41,961 ▲ 29,362
〃 15 年度 27,233 27,178 115

（→収入に寄付金 5,891 円）
昭和 ２ 年度 39,161 39,161 0

（→収入に寄付金 7,000 円）
〃 ３ 年度 54,861 53,415 1,446
（→収入に寄付金 13,000 円。講堂・寄宿舎建設）
〃 ４ 年度 51,474 51,102 372

（→収入に寄付金 5,053 円。校舎増築）
〃 ５ 年度 43,164 42,899 265
〃 ６ 年度 43,909 43,370 539
〃 ７ 年度 38,930 38,850 80
〃 ８ 年度 40,986 42.621 ▲ 1,635
〃 ９ 年度 56,481 61,738 ▲ 5,257

（→体育館、校舎増築）
〃 10 年度 72,899 72,900 ▲ 1
〃 11 年度 76,367 63,606 12,761
〃 12 年度 84,367 80,965 3,402

（→八事運動場建設）
〃 13 年度 84,429 78,747 5,862
〃 14 年度 83,441 80,303 3,138
〃 15 年度 81,020 84,723 ▲ 3,703
〃 16 年度 82,842 83,370 ▲ 528
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これは『愛知県統計書』によるもので、実態どお
りと思われる。戦前の「私学補助金」は年間1000
円余りとわずかなものだった。昭和16年までの19
年間の累積収支は▲97,916円。　――学園の苦し
い台所事情が偲ばれる。

さて、東邦といえばクラブ活動の盛んな学校とし
て知られている。そのルーツをたどってみよう。開
校初期は、運動部関係では軟式野球部、庭球部（テ
ニス）、排球部（バレーボール）、籠球部（バスケッ
ト・大正14年）、水泳部（大正14年）、相撲部、陸
上競技部（大正14年）、蹴球部（サッカー・大正14
年）射撃部（大正15年）など。文化部関係では文芸
部、弁論部（大正14年）が創立された。

後に活躍する音楽部（吹奏楽部）は昭和４年に、
硬式野球部はさらに遅く昭和５年（開校９年目）に
創立されている。

戦前のクラブ活動の最盛期（昭和14～16年頃）に
は、生徒数1300名に対してクラブに訴属する延べ人

数 は 2000
名を越えて
いる。中で
も 野 球 部、
剣道部、水
泳部などの
活躍は、そ
の名を天下
に轟かせて
いた。

野球部の
創立が遅れ
たのは七十
年史などに

触れられている。　――「父義雄は野球フアンとい
うよりも、野球気狂いでした」（榊文子先生談）とい
う副校長を擁しながら、まずは学業の充実に重点を
置くためで「野球学校」にしたくなかったとの意図
のようだ。

しかし、創部５年目にして春の甲子園大会に出場。
センバツ史上初の初出場初優勝の偉業を達成した。
これを弾みにして一挙に学園全体が華開き、発展の
一途をたどっていく。

ラグビー部（昭和５年創立）について一言。
――現在この部は休止状態のようだが、下出重喜

氏（民義四男）らの指導により愛知県の中等学校の先
駆けとして戦前は唯一のもので、当時の専門学校ク
ラスと対戦していた。全国大会に出場はできなかっ
たが、この事実は愛知県のラグビー協会も知らない
ようだ。私の手元にある『全国高校ラグビー80年
史』の愛知県の項（239頁）に「愛知県では終戦と
同時に、愛知一中、一宮中、中川中がうぶ声をあげ
云々」とあり、戦前の東邦商業については何も触れ
られていない。――この大会も数年後には100回大
会を迎え、百年史も発行されると思われるので、学
園として協会にアピールされたい。

東邦の歴史を紐解けば、大きく赤萩時代、平和が
丘時代に区分されよう。

赤萩校地のルーツは前回「沿革細史」でも触れた
が、　――「本校新校舎敷地を下出氏所有御器所の
２千坪、豊田理事所有の熱田の３千坪と、相談役鈴
木氏所有の５千坪を候補とせしが、横山主事の斡旋
により、第一敷地として千種町字赤萩に良好なる土
地を求めたり。本年（大正12年）10,11,12月を通
じ、横山主事、新校舎敷地の件に関し、連日奔走す
ること多大なり」と記されている。戦前の赤萩時代の校門と校舎
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結果として本校がこの地を取得したことで発展へ
の基盤が形成され、振り返れば大成功だったことは
歴史が証明している。

現平和が丘の校地については、やむを得ない事情
によるもの。――昭和33年、地下鉄の延長工事およ
び国鉄中央線の立体交差、さらに千種駅改装工事な
どで運動場が削られ影もない状態となり、校舎周辺
が工事に囲まれることになった。そのため抜本的な
対策に迫られる。

その結果として下出家所有の八事運動場が学園に
寄付され、これを売却して千種区猪高町に校地を求
めることになり、ここを東山総合グランドとした。

昭和40年同地に東邦短大が開学。さらに同46年
高校も移転し、学園が一体化することになった。こ
の２年前には地下鉄東山線が藤が丘まで延長されて
いた。そのため名古屋の東の果てだった山地が、旧
市内からの移住者も加えながら中高住宅地として飛

躍的に発展していった。（高校の移転については豊田
市からの誘致もあったという）。

しかし移転後しばらくは高校の志願者数が激減す
る。そのため検討を重ねた結果、他の私学に先駆け
て昭和60年男女共学を実施。これが大成功で今日の
繁栄につながっていく。私学経営にとって、校地の
確保は極めて重要な問題である。ある私学経営者か
ら「私学問題は土地問題です�」とまで言われたの
を思い出す。

最後に比較的新しい東邦のルーツとして、フレン
ズ・ＴＯＨＯに触れておきたい

この組織のルーツは創立70周年記念募金委員会
に端を発する。この募金は目標額が高く、ＯＢの中
には1000万円の募金を頂いた人もあったが、結果
として目標には達しなかった。そのため東邦はもっ
と社会的に広く支援してもらうような学園にならね
ばならない　――この目的で組織を立ちあげること
になった。

平成７年１月早々から準備委員会を開催。以後50
回にわたって検討に検討を重ねた結果、本趣意書に
基づく組織を立ち上げることになった。まずは翌８
年４月発起人会を開催して足場を固め、さらに同年
７月11日設立への運びとなった。フレンズ・ＴＯＨ
Ｏは単なる仲良しグループの親睦団体ではない。親
睦を通してお互いに人間的な向上を図っていこう。
さらに学園を支援していこう　――との意図を目指
した。

平和が丘キャンパス全景（平成５年頃）



（16） 第 44号

――会員は法人・個人会員を設けること。これに
は東邦会の有力会員をベースにし、さらに全盛時の
下出家と関連のある企業の中部財界の有力者に働き
かけ、会のバックボーンになってもらうこと　――
これには下出保雄理事長が精力的に奔走された。会
の名称「フレンズ・ＴＯＨＯ」も同理事長によるも
のである。また設立趣意書は久野先生が、本会報の

「みどりの風」は、編集を担当していた私の案で、み
どりの風のようなさわやかな情報交換の場にしたい
　――との意図によるものだった。

本会は、結果としてほぼ目標通りに誕生した。会
員の中核となったのは旧制商業時代の東邦会の有力
者たちである。従来「萩友会」と称する親睦を兼ね
た昼食会グループがあったが、単に親睦だけでなく
意識の向上を兼ねたこの組織に賛同。フレンズ・Ｔ
ＯＨＯの親衛隊として発足以後も学園と一体となっ
て活動の柱になってもらうことになった。ただ残念
だったのは活発な活動をしている高校ＰＴＡ役員へ
の働きかけがうまくできなかったことである。

着実に歩んできた本会も20年を経て、有力会員の
年齢も高齢化、さらに永眠される方が続いている。事

務局ならびに運営委員の顔ぶれも変わりつつあり、
新しい時代に向けての課題もみえてきている。
「壁にぶつかれば、原点に帰れ！」　――やや批判

的な発言で恐縮だが、本学園の教職員は、「真面目」
だが学内のみの小さな世界に明け暮れし、外に目を
向ける姿勢に欠け、社交性に乏しいように思う。発
足当時の事務局長の久野秀正先生や松尾博氏は本会
の個人会員すべてに通じておられ、ぶらりと事務局
に立ち寄られる会員も少なくなかった。事務的な仕
事もさることながら時間かけても会員との対話の姿
勢――この基本姿勢からあるべき新しい方向も見え
てくるように思う。　　　　　　　　　　　（完）
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自然と親しむ会初夏のつどい
～福井県立恐竜博物館への旅～

　6 月 16 日福井県立恐竜博物館への旅を組み、ご
参加いただいた方々は 13 名。６月の中旬の朝とい
うのに五月を思わせる頬をなでる風が心地よい。
　時間通りにメンバーも各集合場所で乗車。小生・
村田は初めての参加で事務方を務めた。いわばデ
ビューという訳である。この会・自然と親しむ会の
幹事は元東邦高校教諭・岡田保先生。いつもはアル
ピニスト顔負けの行程を組むのだそうだが、今回は
少々「軟派」企画といえば新参者には過ぎる言い回
しであろうが、よく言えば地学巡検。問題発言をす
れば「恐竜見物」、いや見学である。学園中型バス
がタイミングよくチャーターできたので、特に映え
のない旧式なバスだが、馴染みの乗り物、時間に縛
られない「ゆる旅」と体でわかるといつもの車窓か
らの風景に既に旅愁を感じた。いつの間にか鈴鹿山
脈が近づく。
　岡田先生が「荒々しい伊吹が見えるよ」とのたま
ふ。伊吹山は重量感のある堂々たるもの。「伊吹お
ろし」が校歌に登場する調査結果があるとのこと。
そんな話を自然に聞き首肯することができるのは、
スケジュールに追われず、ストレスと無縁な、濃密
な人間関係でもない故のなのだろう。
　東邦学園にゆるやかにつながっている方々のバス
旅なら定番はまず自己紹介であろう。しかしマイク
のケーブルが足らず、一人ひとりをフォローできな
い。やんぬる哉。私の一存でお一人だけふった。花
田工務店の林さん。29 歳とおっしゃる。年齢を紹
介したとき思わず歓声が沸いた。「若い！」と。バ
ス内の平均年齢は秘するが花とさせていただこう。
ちなみに村田還暦。
　多賀ＳＡを通過。岡田先生が唐突にも多賀ＳＡ殺
人事件のお話をされる。30 年ほど前ここで事件が
あり、目撃情報から黄色のワゴン車が手配され事情
聴取された東邦の教員がいたとか。
　最初の休憩所から暫くで北陸道へ入る。さらにゆ
くと 9：40 頃だったか「海だ」。高校生でも乗って
いれば教えてやりたくなるが、そこは「ゆる旅」。
気づいてもよし、気づかぬもまたよし。敦賀湾なの
だ。Ｓ字に航跡を残しての船が、一度山間に紛れて
から２度目にはっきり見えた。陽光に輝く敦賀の海。
悪くない。

　丸岡城は閑静な街の中にある。
武家屋敷跡の街だからか道も整然
と碁盤目。いい風が吹く。三層の
こぢんまりした物見櫓である天守
閣がことごとしくなく素朴な味わ
いと凜とした品がある。しかし解
説を伺えば何と瓦は石であるとい
う。総重量 120 ｔという。薄暗
い城内の大黒柱の堅さは現代人の
手をはねつける威風である。かつてのことは知らず、
今は福井平野の長閑な風景とよく調和がとれている
と思った。
　さて何はなくとも腹ごしらえ。昼食のメイン
ディッシュは揚げたての「揚げ」をほおばる。厚さ
２センチ強・15 センチ四方は優にあろうというも
の。新鮮な見栄え・味わいに老いも若きもしばし賛
嘆の声を惜しまなかった。
　さていよいよ恐竜博物館へ。自然環境との調和を
全く無視した遠くからもはっきりわかるギンギンの
ドームがのんびりしたした田舎道を走っていると忽
然と現れる。岡田先生の蘊蓄はとどまるところを知
らぬ。日本には恐竜はいなかったという時代のこと。
小学生の子がなにげその化石発見したエピソード。
恐竜というのは「deinos sauros」に由来している
ということ。つまり、「恐ろしいほどに大きい」と
いう意味の「deinos」と、「トカゲ」という意味の

「sauros」を合わせた言葉で本来は恐怖の意味はな
いそうである。博物館内ではその博識は遺憾なく発
揮された。
　先生はまた安土桃山時代の越前の、つわものども
の夢の跡にも精通しておられ、縦横無尽に車窓から
の風景に古の味わいを添えられる。お伺いすれば小
学校の頃、１枚の地図を１時間でも２時間でも見て
いられる少年だったとか。曰く「なぜ理系にすすす
んだか悔やまれる」と。博物館前で記念写真を撮る。
よくご覧になると「ん？！」と気がつかれる方もあ
ろう。ここでもいい風が吹いていた。
　博物館を後に帰途
につくが、九頭竜川
につきつはなれつす
すむ。いわくありげ
なこの河の名がまた
最後の旅情をかき立
てる。

企　画　実　施　報　告
名刺交換会
　2018 年２月 26 日愛知東邦大学に「第 10 回名
刺交換会」を開催。参加者は 72 名 47 社にのぼり
ました。ご参加のすべての社を紹介、おのおの方が
自社と東邦学園とのかかわりの経緯、または東邦の
ＯＢＯＧの方もいらっしゃり懐かしい思い出などが
フランクに語られ、ビジネスのみのお話に終始しな
い和やかな会となったと思います。総会報告にもあ

りますように、同日大学
ラーニングコモンズ棟
４階にてこの名刺交換
会に先立ちまして行わ
れた講演会は「中国経済
　その光と影」。世界経
済をリードする中国の
実態を詳らかにしたもの。最先端の学びと交流の１
日となったと存じます。



〒468-0011  名古屋市天白区平針四丁目211番地
TEL〈052〉802-4141  FAX〈052〉802-9355

人が集い 社会に発信する会社

株式会社 マルワ
自分史企画
自費出版企画
販促企画
会社案内
パンフレット
会報・名簿

総合印刷

私たちは、「小さな思いやりが集まって大きな力になる」と
信じています。

http://www.maruwanet.co.jp
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　今年度から、愛知東邦大学吹奏楽団と東邦高等学
校のマーチングバンドは、東邦学園の公式バンド「Ｔ
ＯＨＯ　ＭＡＲＣＨＩＮＧ　ＢＡＮＤ」として活動
を開始いたしました。これから多くの地域イベント
や企業様からの要請、応援演奏等が主な活動となっ
てきます。そしてさらに、日本国内のみならず海外

における演奏活動にも取り組む計画があります。
　この後援会は、ファンの皆様とご一緒に諸活動を
継続的に応援することを活動の目的としています。
地域を元気にし、海外との文化的交流をはかること
ができるマーチングの魅力について、少しでもご理
解を深めていただければ幸いです。

〈年会費・会費〉
個人会員入会費　　　　1,000 円　　年会費一口　1,000 円
企業・団体会員入会費　5,000 円　　年会費一口　5,000 円

　
〈入会申込・会費納入〉

　以下、ＨＰから入会申込書のダウンロード、または申込フォームから手続きが可能です。必要
事項を明記の上、後援会事務局まで郵送・FAX またはメールにてお送りください。お申込みい
ただきましたら、お手数ですが下記口座へ会費納入をお願いします。（ＨＰには他銀行の案内も
ございます）入会は随時受付けております。（手数料はご負担ください）
　　　　　銀　行　名：ゆうちょ銀行（金融機関コード：9900）
　　　　　記　　号：12050
　　　　　口座番号：24149301
　　　　　口座名義人：トウホウマーチングバンド 後援会　会計　天野すずか

TOHO MARCHING BAND
後援会設立

【TOHO MARCHING BAND 後援会事務局】
〒 465-8515　愛知県名古屋市名東区平和が丘 3-11
電  話：052-782-1241（代表）　 FAX : 052-782-1943
Email：toho.mb.kouenkai@gmail.com
Ｈ  Ｐ：https://tohombkouenkai.wixsite.com/tohombkouenkai →



□岐阜本社　　岐阜県岐阜市日置江一丁目 58 番地　058-279-3456

□名古屋支社　名古屋市中区錦 3丁目 1番 1号　　 052-961-3670

http://www.densan-s.co.jp/
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記
【授業公開科目・日程等】 

科　目　名 授業回数 科目担当者 日　　程

企業のブランド価値をアップ
させるブランディングの最新
ノウハウ

10 回目
／全 10 回

上條　憲二
（本学経営学部教授） 1 月 22 日（火）

「統合報告書」で考える会社
の強みとあなたの未来

2 回目〈予定〉
／全 6 回

今井　　尊 氏
（豊田信用金庫経営支援部

部長代理／ゲストスピーカー）

1 月 11 日（金）
〈予定〉

6 回目
／全 6 回

田村　　豊
（本学経営学部教授） 1 月 29 日（火）

  ※授業時間はいずれも 18:45 ～ 20:15 です

　　　　　　　　　　　　　　　　　【ご連絡先】　愛知東邦大学　産学連携推進委員会（青木、藤井）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：052-782-1938　 FAX : 052-782-1943
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Email：c-sangaku@aichi-toho.ac.jp

2018 年度「中小企業のための若手社員活性化プログラム」
授業公開のご案内

　「中小企業のための若手社員活性化プログラム」
は、開講初年度より随時授業参観を受け付けており
ますが、昨年度は年に３回授業公開日を予め設定し
て実施しましたところ、大変ご好評をいただきまし
た。
　そこで、今年度は受講生の所属企業関係者様だけ
でなく、フレンズ・TOHO 会員の皆様にも下記の

とおりご案内させていただくことにいたしました。
ご多用中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、
ご参加くださいますようお願い申し上げます。
　なお、授業参観をご希望される場合は、お手数で
はございますが参観日の２日前までに参観される方
のご所属、人数、駐車場ご利用の有無をご連絡くだ
さいますようお願い申し上げます。

訃報のお知らせ
　稲垣鍵一様（東邦高等学校同窓会元会長）が、2018 年 5 月 16 日ご逝去されました。本会発起人代表であり、
設立時から多大なご尽力をいただき、2017 年まで本会役員（理事）を務めていただきました。

　川島勝洋様（東邦高等学校 PTA 元会長）が、2017 年 3 月ご逝去されました。本会発起人であり、設立時
から多大なご尽力をいただき、2015 年まで本会役員（評議員）を務めていただきました。

　謹んでご冥福をお祈りいたします。



ママの防災カフェ　in 　愛知東邦大学
　小さいお子様をお持ちの母さんと一緒に防災について今、
出来ることを一緒に考えていきましょう。

◆講師：藤沢　真理子（人間健康学部 教授）
◆日程：1 月 15 日（火）

一緒に走ろう。初めてのランニング講座
　平和公園で、みんなと一緒に走る、ランニングクラブ。

◆講師：中野　匡隆（人間健康学部 助教）
◆日程：10 月 9 日（火）

教育カフェ：道徳教育を考える
　学校で行う道徳の教育について、実際の教材や研究成果に
も学び、そのあり方について考えます。

◆講師：丹下　悠史（人間健康学部 助教）
◆日程：10 月 18 日（木）

楽しみながら成長しよう！
～ポジティブ心理学を活用する子育て～
　子育てにおいて養育者が体験する様々な不安や悩み・喜び
を共有し、参加者相互の心理的サポートの効果も期待できる。

◆講師：髙柳　伸哉（人間健康学部 助教）
◆日程：10 月 30 日（火）

発達特性の視点から
子どもたちの個別性を考えてみよう

～発達障害の理解とサポートの基本～
　具体的な子どもを例に、脳機能の特性や行動改善の工夫に
ついて、一緒に考えてみよう。

◆講師：髙柳　伸哉（人間健康学部 助教）
◆日程：11 月 20 日（火）

東海圏でも数少ない
「エアートランポリン」ができる体操教室！

・エアートランポリン　・マット・跳び箱・鉄棒
対象は、年長から小学生までです。

◆講師：小島　正憲（人間健康学部 准教授）
◆日程：10 月 27 日、大学祭 11 月 11 日

ここが知りたい！人工知能
　人工知能に関する初歩的な知識を学び、社会の変化につい
て正しい見識を持ちましょう。

◆講師：舩木　恵一（経営学部 教授）
◆日程：9 月 29 日（土）

ここが知りたい！イスラム教
　東南アジアのイスラム教国からの来訪者。彼らをもてな
し、リピーターにするのは何が必要なのか。

◆講師：舩木　恵一（経営学部 教授）
◆日程：11 月 3 日

広告づくりの裏話
－あの CM はこうやって作られた－

　ＣＭはどうやって作られるのか。実際にオンエアされた広
告を題材に、広告づくりの裏側を詳しく解説します。

◆講師：上條　憲二（経営学部 教授）
◆日程：大学祭 11 月 11 日（日）

ここが知りたい！
メディアの歴史とインターネット

　メディアはどう発達し、社会にどんな影響を与えてきた
か。そしてインターネットは我々にどんな影響があるかを学
ぼう！

◆講師：舩木　恵一（経営学部 教授）
◆日程：10 月 13 日

英文多読体験講座
　「英文多読」とは、やさしい英語の本を辞書をひかずにたく
さん読むだけ。

◆講師：竹越　美奈子（経営学部 教授）
◆日程：10 月 27 日（土）

やさしい「株」の始め方
　証券会社の選択から、株チャートの見方までを理解し、資
産運用としての株取引をリスクとともに考えます。

◆講師：寺島　雅隆（経営学部 教授）
◆日程：9 月 22 日（土）

子育て支援オープンカレッジ
　教育学部は、名東区子育て支援ネットワーク連絡会と連携
した活動を計画中！

日程等お問い合わせください

認知症サポーター養成講座
　認知症対策の一環として、日本各地で認知症サポーター養
成講座を開催。あなたも認知症について学び、認知症サポー
ターになってみませんか。

名東区北部いきいき支援センター
◆講師：木野　健二（愛知信用金庫）
◆日程：大学祭 11 月 11 日（日）

2018 年度後期愛知東邦大学 コミュニティカレッジ講座開講一覧
※申し込みは 8月末から順次受付予定です。まずは、お問い合わせください。

※東邦関係者（卒業生を含む）の方は受講料が半額になります
　ので、申し込み時にお伝えください。

〈お問い合わせ〉　愛知東邦大学コミュニティカレッジ　℡052-782-1241
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誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

編集後記　「フレンズＴＯＨＯ」も 20 有余年、崇高な目
的を掲げて発足したと改めて会則を読み直して感慨を新た
にした。「創業の難」は先哲が終えた。「守成の難きは、ま
さに諸公と之を慎まん」という古の教えがある。目的が高
ければそれだけでよし、という訳ではあるまい。そこに付

加されるべきは目的を達する方法、人であろう。平たくは
シンプルに、知恵と工夫である。
　役員新体制を多くの方々に引き受けて戴いた。多士済々
という言葉を使うのが僭越な各分野の重鎮の方々。幸いな
る哉。平凡だが古きを温めつつ、新しきを求めたい。


